
《学校教育目標》ともに学び こころも からだも じょうぶな子 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢に向かって 

 

年末年始、高校、ニューイヤー、箱根、テレビで駅伝を観戦した。母校

や会社の襷を背負った選手たち。沿道の声援。アナウンサーからは選手に

係わるエピソードが紹介される。ふと３０年も前のシーンを思い出す。 

１９９３年全国高校駅伝第１区。その選手が、テレビ画面に大きく映し    新年の日の出 

出される。優勝候補の東北代表のチームが飛び出す展開となり、それを追う２位集団。その中にその

選手がいた。優勝経験のある名だたる学校と肩を並べ、時折集団の先頭を走る。胸の高鳴りを抑えつ

つも、テレビ画面に釘付けとなる。 

その選手との出会いは、初めて赴任した中学校の部活動であった。６年生のマラソン大会では学年

トップ、運動会の長距離走では一度も負けたことがないと周りの子から教えてもらった。謙虚な本人

はそのことにはあまり触れず、ただ走るのが好きなあどけない子だった。素直な性格でどんな練習も

黙々とこなし順調に力をつけていった。大きな転機は中学２年生の時だった。その頃３０００ｍでは

９分台で走れる選手となっていて、県大会を狙える選手に成長していた。秋、地区の駅伝大会では学

校代表として参加を予定していた。しかし、大会の直前に事故に遭い腰の骨を骨折してしまった。数

ヵ月後に部活動に戻ってきた時には、陸上を続けたいという強い気持ちを確認することができたが練

習は歩くことだった。焦る気持ちを抑えながら、限られた部活動の時間をゆっくりと自分の足で歩く

ことから始めた。中学校のラストシーズンには、大会に出られるまで回復したが、自己記録を更新す

ることはなかった。３月、卒業後も陸上を続けることを明るく語り卒業していった。 

高校に入ると体の状態も良くなり、みるみるうちに記録が伸び始めた。高３の冬、テレビ画面に映

し出されたその選手は、見違えるようなたくましい姿に成長していた。グラウンドの隅を黙々と歩い

ていた姿を懐かしく思い出す。中学校時代に語った夢をその選手は叶えた。夢を実現させることは、

誰にとっても容易いことではない。しかし、夢を持たなければこの日は無かったはずだ。夢に向かう

こと、それは、日々の努力という準備が不可欠である。苦しい時こそじっと我慢をすることである。

そのことを改めて教えてもらった。その後もその選手は走ることを続け、地元に近い大学に進学しチ

ームの主将として箱根駅伝を走ることができた。 

今日から学校は３学期だ。児童一人一人が夢や目標を思い描いて登校してきたことと思う。コロナ 

禍で思い通りにならないことも多くあると思う。夢を叶えるために、今の自分にできることを地道に

積み重ねてほしい。 

   野本小だより 令和５年１月号 

     令和５年１月１０日   東松山市立野本小学校長 澤田 貴雄 
                                     ℡ ２２-０５１７ 

 あけましておめでとうございます。保護者、地域の皆様には、昨年、本校の教育活動に多大なる

ご協力とご支援をいただきまして誠にありがとうございました。依然コロナ対策を講じての学校生

活ではありますが、これまで児童たちは日頃の学習のみならず、様々な行事にも一生懸命に取り組

み大きな成果を上げることができました。学年の総仕上げでもあります３学期も、児童たちが充実

した学校生活が送れますように、お力添えいただきますようよろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                             

                           

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

１月の行事予定 

1(日)冬季休業日 

                                                                    

 

7(土)冬季休業日                                                                         

8(日)                      

9(月)成人の日                          

10(火)始業式 職員会議 一斉下校 ３時間下校                      

11(水)３時間下校 身体測定(３～６年生) 

   ノーゲームデー  

12(木)給食開始 委員会 競書会 

身体測定(ひまわり １，２年生) 

13(金)                                            

14(土)                                                          

15(日)                    

16(月)                 

17(火)                   

18(水)  
 

19(木)クラブ                  

20(金)                  

21(土)資源回収                      

22(日)                    

23(月)                                  

24(火)学校運営協議会                                         

25(水)中学校入学説明会 保護者希望相談日 

   ノーゲームデー                                     

26(木)クラブ 校内書きぞめ展 

27(金)避難訓練(不審者対応)  校内書きぞめ展  

28(土)                    

29(日)                    

30(月)職員会議 

31(火)お話朝会 
２月 
1(水)入学説明会 

                    

１１月２８日（月）【６年生 こころの劇場 劇団四季ネット配信】 

劇団四季ファミリーミュージカル『人間になりたかった猫』を鑑

賞しました。今年は感染防止のため動画配信形式での鑑賞となりま

したが、コロナ禍で見失われがちな、人との関わり、友情の大切さ

など、作品に込められたメッセージを、児童たちは感じ取っていた

ようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２９日（火）【１年生授業参観 秋のおもちゃ屋さん】 
少し前、２年生のおもちゃランドへ招待された 1 年生たちが、今

度は保護者の皆様に楽しんでもらおうと、準備を進めてきました。
魚つり、ゲーム屋さん、楽器屋さんなど自作のおもちゃでお客さん

に楽しんでもらいました。児童たちは、しっかりとルール説明をし
たり、来店のスタンプを押したりと自分の役割もがんばって取り組
んでいました。1 組も２組も一緒になって仲良く楽しんでいまし
た。   

 

 

 

１１月２２日（火）【５，６年生喫煙防止教室】 

              学校薬剤師の馳澤静子先生にご来校いただき、タバコやアルコー

ルが、小学生の体に及ぼす影響についてお話をしていただきまし

た。たばこは毒の缶詰、ニコチン、タール、一酸化炭素など健康を

害する成分が多く含まれていることや受動喫煙にも注意することな

ど成長期の児童たちに注意喚起をしていただきました。                 

                 

        

 

 

 

 

１１月２４日（木）【科学クラブ 浮沈子の実験】 

東松山市を中心に活動している「子ども理科教室・東松山」の

方々から科学クラブの児童たちが浮沈子について学びました。ペッ

トボトルを利用し、浮いたり沈んだりする模型の金魚を観察し、浮

力と重力、アルキメデスの原理を学びました。児童たちからは、す

ごい！など歓声が響き渡っていました。 

 

 

 

 

 

 


